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	「子供の性格や特性を、内面まで深く感じ取って寄り添ってくれる先生方がたくさんいる」——それが一番の決め手でした。森や草原、畑といった自然環境が揃っているのも魅力でしたが、何より「この子をちゃんと見てくれる」と感じられたことが大きかったです。
	入園を検討する中で先生方にお会いした際、子どもがとても楽しそうに笑っている姿と、先生方の温かなご対応を見て、直感的に「ここだ」と思えたことが一番の決め手でした。
	また、子どもたちの自立を促す教育方針にも強く共感しました。大人の言う通りにさせるのではなく、子ども自身が考え、行動することを大切にしている。ここで過ごすことで、人としての「生きる力」が自然と育っていくのではないかと感じたことも、入園を決めた大きな理由です。
	幼児期に大切なことは、すべて遊びの中にあると考えています。のびるねには、あらかじめ「何ができるようになるか」という答えを示すのではなく、子ども自身がやりたいことを選び、遊びを通して学び、体得していける環境があると感じました。また、先生方が手作りの昼食を用意してくださるなど、日々の生活や食を大切にしていることも、大きな魅力でした。
	のびるねに入園した決め手
	ゆったりとした時間が流れています。
	自然の中に身をおいて、子どもも大人も一緒に育っていけるような場所です。
	アートにお料理に音楽に、木登りなんかもできるため、今のところ習い事は必要ないかなと感じています。
	子ども一人ひとりにどこまでも深く向き合ってくれる先生方がたくさんいらっしゃいます。
	他の親御さんとの横のつながりも自然に生まれ、先生も保護者もみんなで子どもたちを育てていこうという空気があります。自立心を持った逞しい子に成長しますよ。とても素晴らしい園です！

	これから入園される方へのメッセージ
	「親だから〜しなきゃ」「子どもにも〜
	させなきゃ」となりがちな私たちに
	「子どもとの時間や生きることを楽しもうよ」と肩の力を抜かせてくれる、そんな
	不思議な感覚がある園です。子どもが親のそばにいてくれるのもあと何年だろう…と気づかせてもらえます。親も子どもと一緒に成長できる幼稚園だと思います。そうそう、ご飯もとっても美味しいんですよ！
	少人数だからこそ、先生や他の保護者との距離が近く、まるで大きな家族のようです。子育ての先輩でもある先生方は、送り迎えや給食の準備の合間にも笑顔で気軽に話を聞いてくださり、経験豊かな視点からのアドバイスにいつも救われています。ひとつだけ覚悟しておいてほしいのは——想像の斜め上をいく「どろんこ」になって帰ってくること（笑)。それだけ毎日、思いきり遊んでいる証拠です！


